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　自治会などを対象
に地域の集会所で体
操をされるグループ
に運動指導員を派遣
しています。昨年度
は約 50 団体が利用さ
れ、楽しく運動に取

社会福祉の功績者に表彰

　市内の福祉関係者が集う「社会福祉大会」が３月２日、中総
合会館で開催。社会福祉功労者の表彰などが行われ、誰もが心
豊かに暮らせる地域社会の実現に向け決意を新たにしました。
　市と市社会福祉協議会が主催し、福祉関係者ら約 150 人が
出席。長年に渡り、福祉活動に携わった民生委員・児童委員や
福祉施設の職員、ボランティア団体など 64 人、５団体に多々
見市長と坂根章・社会福祉協議会会長から表彰状が贈られまし
た。また、市社会福祉協議会への寄付者３人と２団体には感謝
状が渡されました。
　その後、市内の高校生４人が社会福祉施設での体験を発表。

「利用者の方を笑顔にできる介護福祉士になりたい」「車いすで
移動するときにかける一声はすごく安心感を与えます。言葉の
力を確認した」などと体験を語りました。

　《保健福祉企画課、社会福祉協議会》
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【 社会的交流 】
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【 摂取カロリー 】
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【 運動機能 （立ち上がる、歩くなど）】
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【 心の健康 】
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※（　　　）は平成 24 年度。（　　　）は平成 25 年度。
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▲市長から社会福祉功
労者表彰を受ける

◀社会福祉施設での
体験を発表

　
高
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【※１】
　現役並みの所得者（住民税課税所得が 145 万円以上）がい
　る世帯はこれまでどおり３割負担。

【※２】
　マル老の該当の判定は８月。７月までは平成 24 年、８月か
　らは平成 25 年の所得状況に応じて判定。

【※３】
　マル老の特例措置は 26 年度中に限る。

【注意】
　医療費の助成制度には、重度心身障害者医療の助成制度もあ
　り、上表の負担割合に当てはまらない場合もあります。

【平成26年度中の医療費の窓口負担割合】

マル老

70 ～ 74 歳

26 年４月１日までに 70 歳を
迎えた人

（昭和19年4月1日以前生まれ）

26 年４月２日以降に 70 歳を
迎える人

（昭和19年4月2日以降生まれ）

非該当

３割
（※１）

３割
（※１）

１割 ２割

該当
（※２） ― １割

（※３）

※それぞれの要因を５点満点とし、地域別に比較。どの要因も数値
が少ないほど、要介護のリスクが高くなります。

24 年 25 年
週１回以上ウオーキング習慣がある人 58㌫ 61㌫ ↑ ◎
運動機能が低下している人 28㌫ 21㌫ ↓ ◎
週３回以上、魚を食べる習慣がある人 73㌫ 72㌫ → △
連絡を取り合う友人がいない人 23㌫ 19㌫ ↓ ◎
気分が落ち込みやすい人 47㌫ 42㌫ ↓ ◎

そのほかのアンケート結果（昨年との比較） 

集会所などに運動指導員を派遣

り組まれています（月２回まで、半年間無料）。
▶詳しくは、高齢者支援課（☎ 66・1012）へ。
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個別に送付したアンケート結果の発行元の記載に誤りがありました。
誤）伊根町保健センター☎ 0772・32・3031  →  正）舞鶴市役所高齢者支援課☎ 0773・66・1012お詫び


